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５月21日（土）Ｕ会場　午後4 :30～5 :30

　　住宅におけるつきあい空間の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　文教大女子短大　川崎衿子

　【目的】今日の日常のつきあい行為の中でもホームパーティはメディアの中では現実以上

の期待がこめられてその方法や対応までが商品化されていることが多い。しかし正式な接

客におりがちな堅苦しさを排除し自由で気楽な雰囲気をもつホームパーティは現実の住空

間の中で苦労は多いがその願望は強いと感じられる。本報告では首都圏居住の人々のホー

ムパーティの実態を探りながら住居形態、家庭状況などとの関係を考察したものである。

　【方法】調査対象は多摩ニュータウン内の居住年数、住戸規模に差異が認められる３団地

とした。調査の方法はアンケート各戸配布とし回答者の返信をもって有効な調査対象とし

た。調査期間は1 993年７月下旬、アンケート郵送数は34 2、有効回答数は114で

あった。今回の調査では特に妻を中心としたつきあいの状況とホームパーティの現況につ

いての分析を行った。

　【結果】ホームパーティは住居規模との関わりは低く年代の低い家庭程活発であることが

判った。家庭と子どもと職業との間で時間に追われ余裕のない生活を送っている人同士の

つきあいはホームパーティという形で発散されている傾向が強い。子ども連れでも参加で

き、話題に中心性のある近所同士気の合った仲間は、互いに人を選びながらも年に数回は

場を交替しながらパーティを開いている。時間帯では平日の昼間が多く、土日の昼、土日

の夕方となっている。パーティの場の要望として多い住戸の型はＬＤＫ型で、ユカ座の洋

室、和室と洋室による続き間形式など広さとスペースの柔軟性への関心が高い。リフォー

ム実施とパーティを開く頻度との関係は強い。

Ｉ Up－2 オモテの構成と近隣つきあい

　　　　滋賀大　　○　山崎古都子　木津　美佐緒

　研究目的:　交際が目的化し、血縁・職縁・子ども縁に閉ざされつつある今日、行動圏が

狭まっていく高齢者には気楽な交際の機会減り、そのことが高齢者用支援ﾈｯﾄ7ｰｸの開発を

遅らせている。近隣支援ﾈｯﾄ7-ｸﾞは高齢者に限らず、全居住者遭遇する可能性のある緊急時

支援用の重要な住環境yｽﾃﾑである。それは緊急事態発生後に形成できない。日頃から日常

行動圏で「住緑」関係を結んでおく必要がある。筆者は非つき合い行動による偶然の出会

いが境遇の違う相隣の「住縁」結合に必要であることを明らかにした。本研究の目的は都

市住宅で高い普及率を示しているｲﾝﾀ-ﾌｫﾝや、郵便受けを外とのliiﾆ1-1/3ﾝの媒介にする意

味を近隣における付き合いの普及の観点から考察しなおすことである。研究方法:滋賀県

大津・守山市の居住年数の浅い住宅地を対象に199 3-10にｱﾝﾀｰﾄ調査をした｡･　回収率80戈

　結果及び考察:居佳者の近隣交際はどちらかといえば「ｺﾐｭﾆt-ｼｮﾝ」重視型が37X.'■ T

ﾗｲﾊﾞﾄ」型5 9S.双方が5Xであった。Jﾐｪけｰｼｮﾝ型、近隣交際の必要性意識、現在のつきあ

いの満足度、現住地への愛着度、永住意識等は相互に高い相関がみられた。ｲﾝﾀｰμﾝは約s

5!(、rﾅ-は約12Xの住戸にある。必ずｲﾝﾀｰ7才ﾝを媒介にして応対する人は63)!である。又ｱ

ｻｰでは、ドアを開ける前に名前を確lsしたり。覗き窓を使う､が45Xある。一方、来客に対

してまず肉声で返事をするはｲﾝﾀ-ﾌｫﾝ設置者の6≪、ﾌﾞｻﾞ-設置者の55Xであった。回覧板の直

接手渡しは37X,声を掛けた後ポストに入れるが25X、ポストに入れるのみが40％である。ﾁ

ｬｲﾑやﾌﾞｻﾞｰに対してもまず肉声で返事をする人や回覧板を手渡しする人は明らかに「2ミェニ

ク－･Jlﾝ」型に多く現住地でのつきあいの評価が高い。
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